
 

 
 

 

 

  

 
 

４月は「春の大曲線と春の大三角を見よう」というテーマで行います。 

星空は東から春の星座が昇り始め、冬の星座は西へと沈み始めていす。 

また、夕方の西の低空には宵の明星とよばれる金星(－3.9 等級)、南西の 

高い空には木星(－2.1.等級)が輝いています。さらに、冬の代表といわれ 

るオリオン座や全天で一番明るい１等星シリウスのあるおおいぬ座などが 

次々に西の空に沈みます。 

 変わって春の星座のしし座が前足を高く掲げて昇ってきます。後に続い 

て麦の穂を持ったおとめ座が続きます。また、春はおおくま座の北斗七星 

のひしゃくの柄を南に伸ばし、うしかい座の１等星アルクトゥールス、お 

とめ座の１等星スピカとつなぐ春の大曲線、これらの１等星としし座の２ 

等星デネボラを結ぶ春の大三角も素晴らしい眺めです。さらに、春は天の 

川の星の密集していない所を眺めているので多くの系外銀河や星団、星雲 

を観察することができます。 

（次のページに続きます。） 

令和８年４月 うぶやま天文台星空情報(観察会) 

うぶやま天文台コラム

天空が広がるうぶやまの高原には春を呼ぶ、暖かい風が吹き始めまし
た。陽が長くなり桜の花も咲き始めました。 

 
 

１．日 付     令和８年４月１０日(金)  /  ２４日(金) 

２．時 間        日没後(１９時００分頃) ～ ２２時００分 

３.  場 所     うぶやま天文台(ファームビレッジ産山内)  

４．持参物        防寒着(まだまだ産山の夜は冷えます) 

星座早見盤(持っていない人は当日配布します。) 

            ★産山村民の入館料は無料です。 

５．お問い合わせ  産山村教育委員会(0967-25-2214) 



     

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春の大曲線と春の大三角 

 

 

 

 

 

 

りょうけん座の親子銀河(M51)      おおくま座の M81 と M82 

 

 

 

 

 

 

おとめ座のソンブレロ銀河(M104) かに座の散開星団プレセペ(M44)
   

 
 

 


